
平成２６年度　施策評価シート

作成日 平成 26

施策名
（節の名称）

公園・緑地の整備

年 11 月 26 日
１ 施策の概要

部章節№ 第1部 第1章 第2節 評価担当部 建設部
関連部局 -

2
№

施策の目的
（基本方針）

水とみどりの豊かな自然環境をいかした公園・緑地の整備をはかるとともに、地域住民の参
加・協力のもと、魅力ある公園づくりや緑地の確保につとめます。

２ 施策を取り巻く環境

施策の現状

○ 水とみどりを基調としたまちづくりを進める上で、公園はその拠点施設として、大きな役割
を担っており、本町では「愛川公園」(広域公園)をはじめ、22箇所の都市公園が整備されてい
るが、児童遊園地などの身近な公園は少ない状況となっていることから、26年度においては、
住宅開発による帰属公園(旭硝子社宅跡地)による新設のほか、開発行為による帰属公園用地を活
用した公園の整備が整備予定である。また、公園内における遊具などの安全点検は重要である
ことから、定期的な点検の実施や、遊具の維持補修を行うなど施設の安全管理に努めており、
さらに、本町の緑地(山林)は、その大半が風致地区に指定がされ、保全が図られている。

総合計画書掲載頁 51 頁 記載責任者 平本和男

総合計画
体　系

まちづくりの目標【部】 自然と調和した快適なまちづくり

施策の分類【章】 水とみどりの環境保全

法令・制度
の変更

○H23.8：「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法
律」（地域主権第二次一括法）成立
○H24.4：「風致地区内における建築等の規制に係る条例の制定に関する基準を定める政令」の一部改正
施行
○H27.4：愛川町風致地区条例施行予定

施策の課題

○ 身近な公園である児童遊園地については、地域住民ニーズに応じた公園の適正配置を図るた
め、目標数に向け、児童遊園地が不足している六倉区内の桜台小沢線沿線地域を中心に、候補
地を選定し検討を進めていく必要がある。
○利用者が安心して遊ぶことができるよう、今後も徹底した安全管理を図っていく必要がある
が、都市公園や児童遊園地における専門業者による遊具点検は、隔年実施としていることか
ら、管理者責任の観点から、毎年度の点検実施が望ましい。(※ 八菅山いこいの森内のアスレチッ
ク遊具は毎年実施）
○都市化の進展により緑地の減少も危惧されることから、今後も公園緑地の整備を進めるとと
もに、風致地区に指定されている緑地(山林)の保全、確保に努めることが必要である。
 

３ 施策の成果指標 (基本方針を達成するため本施策に求められる成果を定量的に表記します。)

住民満足度

指標（単位）
総合計画
策定時

中間値
（26年度）

目標値
28年度

達成度

『公園・緑地の整備』について「満足」
と感じる住民の割合

46.1 ％ 42.7 ％ 51.0 ％ B

主　な
目標指標

指標（単位） 増減
総合計画
策定時

23年度 24年度

児童遊園地の設置数 増 54 55 54

25年度
目標値
28年度

達成度

－

54 57 A

－

主　な
活動指標

指標（単位） 増減
総合計画
策定時

23年度 24年度 25年度
目標値
28年度

達成度

４ 施策の活動指標 (「3 施策の成果指標」の目的を達成するため本施策において町が行う活動内容等を定量的に表記します。)

児童遊園地の設置数 増 57 54 54 54 57 A

－

－



№ 名称 № 名称

５ 総合計画の進捗状況調査に基づく基本施策の評価
基本施策

評価結果
基本施策

評価結果

2 緑地の保全とネットワーク化 A

1 公園の整備 B

B

総合評価結果に対する分析（施策全体について、進捗状況、有効性・効率性の観点を踏まえて分析してください。）

６ 総合評価

成果指標評価 B 活動指標評価 A 進捗状況調査結果

７ 今後の方向性

方向性 □ 現状維持 ■ 一部見直し

・公園、緑地の整備に係る住民満足度は、前回と比較し、3.4ポイントの減となっているが、平
成26年度において、住宅開発による帰属公園用地を活用するなど、ほぼ目標に沿って取り組ま
れていると考える。
・都市公園や児童遊園地における遊具などの安全点検については、職員の目視等による日常的
な点検や、専門業者による点検も実施し、施設の安全管理につとめているほか、町管理の児童
遊園地については、夏場の除草作業などを実施し、適切な維持管理にも努めている。
・風致地区内における行為の許認可事務が、平成27年4月から町に移譲されることから、平成
26年度において、「町風致地区条例」の制定に向けて取り組んでおり、今後、現存する緑地の
保全、確保のため、許認可事務に精通した職員を育成する必要がある。

総合評価

B 構成事務事業の見直しが必要な施策です。
（自動判定）

改善案
などの
内　容

児童遊園地は、町民に最も身近な公園であり、平成26年度末には56箇所の管理数となる予定
である。これらの園内で利用者が安心、安全に利用できるようにすることで、より満足度の向
上を図るため、ブランコやスベリ台などの遊具についての維持補修のほか、定期的な安全点検
を行い、児童遊園地の機能の保持が図られるよう維持管理の見直しをし、強化していく必要が
ある。

８ 庁内行政評価委員会コメント ※主管部等では記入しないでください。

評価・
方向性

所管部の方向性のとおり

□ 大幅な見直し □ 新たな取組みや事業を追加 □ その他



９ 総合計画の進捗状況調査における取組の方向性の評価（事務事業の評価）

基本
施策№

取組の方向性 評価
年度

評価
結果№ 名称 主管課

1 (2) （仮称）中央公園の整備 都市施設課 26年度 －

1 (1) 三増公園の整備 都市施設課 26年度 －

街区公園の整備 都市施設課 26年度 －

1 (5) 住民参加による公園づくりと維持管理 都市施設課 26年度 －

1 (4) 児童遊園地の整備 都市施設課 26年度 B

1 (3)

1 (6) 公園内における遊具等の適切な維持管理 都市施設課 26年度 A

2 (1) 風致地区の緑地の保全 都市施設課 26年度 B

1 (7) 高水敷を利用したスポーツ広場等の整備検討 都市施設課 26年度 －

2 (3) 自然と市街地の緑地を結ぶみどりの保全 都市施設課 26年度 A

2 (2) 市街地における植栽、生け垣の普及などの緑化推進 都市施設課 26年度 A


